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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 21,592 ― 612 ― 725 ― △56 ―

20年3月期第3四半期 27,119 △2.7 2,850 △27.8 2,739 △26.9 1,658 △22.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 △0.79 ―

20年3月期第3四半期 22.49 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 49,778 21,027 42.2 292.83
20年3月期 47,844 22,327 46.6 305.32

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  21,004百万円 20年3月期  22,303百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00
21年3月期 ― 2.50 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 0.00 2.50

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,200 △26.8 50 △98.6 100 △97.2 △800 ― △11.12

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、P2【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧下さい。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、P2【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧下さい。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

（業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項） 
・当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（平成19年3月14日 企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（平成 
 19年3月14日 企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。 
 また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因 
 により予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は、P2【定性的情報・財務諸表等】3.連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  74,058,168株 20年3月期  74,058,168株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  2,328,619株 20年3月期  1,008,119株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  71,924,929株 20年3月期第3四半期  73,770,823株



 

【定性的情報・財務諸表等】 

１.連結経営成績に関する定性的情報 

   当第３四半期におけるわが国経済は、世界的な金融危機が実体経済に急激な悪影響を及ぼし、過去に例のない速さ

で景気が悪化しました。 

   このような状況のなか、当社の主力の工作機械においては、生産計画の見直しや資金調達の悪化による世界的な設

備投資の減少や、納期変更等により販売が低迷し、当初の予想を大きく下回りました。水道メーターについては、官

公庁向けの販売に注力しましたが、民需向けの販売が低迷するとともに原材料価格の急落が販売価格に影響し、売上

高は前年同期に比べ微減となりました。 

   この結果、当第３四半期累計期間の売上高は 215 億 9 千 2 百万円となり、売上高の減少や工場操業度の低下などが

影響し、経常利益 7億 2千 5百万円、四半期純損失 5千 6百万円となりました。 

 

２.連結財政状態に関する定性的情報 

   資産の部は 497 億 7 千 8百万円となり、前連結会計年度末と比較して 19 億 3千 3 百万円の増加となりました。増加

の主なものは、棚卸資産 25 億 5百万円、有形及び無形固定資産 19 億 6千 5百万円(「リース取引に関する会計基準」

等の適用によるリース資産 10 億 5 千 8 百万円を含む)、現金及び預金 14 億 7 千 5 百万円であり、減少の主なものは、

受取手形及び売掛金 39 億 9 千万円であります。 

   負債の部は、287 億 5 千万円となり、前連結会計年度末と比較して 32 億 3千 3 百万円の増加となりました。主な増

加は、短期借入金 20 億 1千 7百万円、リース債務 10 億 6 千 1百万円、支払手形及び買掛金 7億 5千 1百万円(当第３

四半期連結会計期間末日が休日のため、当第３四半期連結会計期間末残高に含まれている支払手形14億5千万円含む)

であり、主な減少は、未払法人税等 3億 3千 5百万円、賞与引当金 3億 2千万円であります。 

   純資産の部は 210 億 2 千 7百万円となり、前連結会計年度末と比較して 13 億円の減少となりました。減少の主なも

のは、自己株式の取得 2億 9 千 8 百万円、配当金の支払い 4億 7 千 1 百万円、その他有価証券評価差額金の減少 3億

2千万円などによるものであります。 

 

３.連結業績予想に関する定性的情報 

   今後の見通しとしましては、金融危機にともなう急激な景気の悪化により、世界的に予想を超える速さで設備投資

が減少しており、第４四半期も当社の主力の工作機械の売上高および利益がさらに減少することが予想されます。 
   これに伴い、平成 20 年 11 月 5 日発表の通期の業績予想を、売上高 272 億円、営業利益 5千万円、経常利益 1億円、

当期純損失 8億円に下方修正しました。 

 

４.その他 

(1)期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

  該当事項はありません。 

(2)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 (簡便な会計処理) 

  ・棚卸資産の評価方法 

    当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

    また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。 

 (四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理) 

  ・税金費用の計算 

    当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

  ①当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(平成 19 年 3 月 14 日 企業会計基準第 12 号)及び「四半

期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(平成 19 年 3 月 14 日 企業会計基準適用指針第 14 号)を適用しておりま

す。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
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  ②重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

   たな卸資産 

    「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成 18 年 7 月 5 日 企業会計基準第 9号)を第１四

半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)に

変更しております。 

   この結果、従来の方法によった場合に比べて、税金等調整前四半期純利益が 11 百万円減少しております。 

  ③連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用 

    「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(企業会計基準委員会 平成 18 年 5
月 17日 実務対応報告第 18号)を第１四半期連結会計期間から適用しております。 

   なお、これによる損益に与える影響はありません。 

  ④リース取引に関する会計基準の適用 

    「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成 5年 6月 17 日 最終改正平成 19 年 3 月 30 日 企業

会計基準第 13 号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成 6年 1月 18 日 最終

改正平成 19 年 3 月 30 日 企業会計基準適用指針第 16 号)を第１四半期連結会計期間から早期に適用し、所有権移

転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に

係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。 

    また、リース資産の減価償却の方法はリース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法で算定する方法

によっております。 

    リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、期首に前連結会計

年度末における未経過リース料期末残高相当額を取得価額として取得したものとしてリース資産を計上する方法に

よっております。 

   なお、この変更による損益に与える影響はありませんが、リース資産が 10 億 5千 8百万円計上されております。 

  ⑤追加情報 

  (役員退職慰労引当金) 

    役員の退職金の支給に充てるため、提出会社は、内規に基づく要支給額を役員退職慰労引当金に計上しておりま

したが、平成 20 年 5 月 15 日開催の取締役会において役員退職慰労金制度の廃止を決議し、平成 20 年 6 月 27 日開

催の定時株主総会において、取締役、監査役の退任時に平成 20 年 6 月 27 日までの在任期間を対象とした退職金を

打ち切り支給することを決議しました。 

    これに伴い、平成 20 年 6月 27 日までの期間に対応する役員退職慰労金相当額 56 百万円を固定負債の「その他」

に含めて計上しております。 

  (有形固定資産の減価償却費<国内法人のみ>) 

    法人税法の改正((所得税法の一部を改正する省令 平成 20 年 4 月 30 日 法律第 23 号)及び減価償却資産の耐用年

数等に関する省令 平成 20 年 4月 30 日 財務省令第 32 号))を契機に耐用年数の見直しを行い、第１四半期連結会計

期間より平成 20 年 3 月 31 日以前に取得したものも含めて、耐用年数を変更しております。 

    この結果、従来の法定耐用年数によった場合に比べて、営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益がそれ

ぞれ 11 百万円減少しております。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,472 4,997

受取手形及び売掛金 6,802 10,793

商品及び製品 5,924 4,136

仕掛品 5,017 4,313

原材料及び貯蔵品 58 45

その他 1,002 732

貸倒引当金 △17 △10

流動資産合計 25,261 25,008

固定資産   

有形固定資産   

土地 15,421 15,427

その他（純額） 6,072 4,211

有形固定資産合計 21,494 19,638

無形固定資産 182 71

投資その他の資産   

投資有価証券 2,348 2,862

その他 526 286

貸倒引当金 △35 △23

投資その他の資産合計 2,840 3,125

固定資産合計 24,516 22,836

資産合計 49,778 47,844

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,520 8,768

短期借入金 5,517 3,500

未払法人税等 70 406

賞与引当金 119 440

製品保証引当金 104 119

その他 1,935 1,193

流動負債合計 17,269 14,428

固定負債   

長期借入金 1,522 1,777

再評価に係る繰延税金負債 6,007 6,007

退職給付引当金 3,021 3,168

役員退職慰労引当金 55 114

その他 874 20

固定負債合計 11,481 11,088

負債合計 28,750 25,516
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,782 5,782

資本剰余金 955 955

利益剰余金 6,592 7,121

自己株式 △524 △227

株主資本合計 12,805 13,631

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 236 556

繰延ヘッジ損益 △4 △10

土地再評価差額金 8,278 8,278

為替換算調整勘定 △311 △153

評価・換算差額等合計 8,199 8,672

少数株主持分 22 23

純資産合計 21,027 22,327

負債純資産合計 49,778 47,844
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 21,592

売上原価 16,591

売上総利益 5,000

販売費及び一般管理費 4,387

営業利益 612

営業外収益  

受取利息 10

受取配当金 50

為替差益 183

その他 8

営業外収益合計 252

営業外費用  

支払利息 77

租税公課 29

その他 32

営業外費用合計 139

経常利益 725

特別損失  

有形固定資産処分損 116

投資有価証券評価損 84

事務所移転費用 81

たな卸資産評価損 11

特別損失合計 293

税金等調整前四半期純利益 432

法人税等 489

少数株主損失（△） △0

四半期純損失（△） △56
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(平成 19 年 3月 14 日 企業会計基準第 12 号)及び「四半期

財務諸表に関する会計基準の適用指針」(平成 19 年 3月 14 日 企業会計基準適用指針第 14 号)を適用しております。ま

た、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

(3)継続企業の前提に関する注記 

  当第 3四半期連結会計期間（自平成 20 年 10 月 1 日 至平成 20 年 12 月 31 日） 

   該当事項はありません。 

 

(4)セグメント情報 

  (事業の種類別セグメント情報) 

   当第 3四半期連結累計期間（自平成 20 年 4月 1 日 至平成 20 年 12 月 31 日） （単位：百万円） 

 工作機械 水道ﾒｰﾀｰ その他 計 消去又は全社 連結 

売上高  

(1)外部顧客に対する売上高 １９,４１７ １,２８８ ８８６ ２１,５９２ － ２１,５９２

(2)セグメント間の内部売上高  

  又は振替高 － － － － － －

計 １９,４１７ １,２８８ ８８６ ２１,５９２ － ２１,５９２

営業利益又は営業損失(△) ７３８ △４６ ７３ ７６５ (１５２) ６１２

 

  (所在地別セグメント情報) 

   当第 3四半期連結累計期間（自平成 20 年 4月 1 日 至平成 20 年 12 月 31 日） （単位：百万円） 

 日本 米国 計 消去又は全社 連結 

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 １７,６０５ ３,９８６ ２１,５９２ － ２１,５９２

(2)セグメント間の内部売上高      

  又は振替高 ４,７１７ ３ ４,７２１ (４,７２１) －

計 ２２,３２３ ３,９９０ ２６,３１３ (４,７２１) ２１,５９２

営業利益 １,５６８ ８ １,５７６ (９６４) ６１２

 

  (海外売上高) 

   当第 3四半期連結累計期間（自平成 20 年 4月 1 日 至平成 20 年 12 月 31 日） （単位：百万円） 

 北米 アジア その他の地域 計 

Ⅰ海外売上高 ４,０２３ ２,３７５ ２,０５９ ８,４５７ 

Ⅱ連結売上高 ― ― ― ２１,５９２ 

Ⅲ連結売上高に占める海外     

売上高の割合(％) １８.６ １１.０ ９.６ ３９.２ 

 

(5)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

  当第 3四半期連結累計期間（自平成 20 年 4月 1日 至平成 20 年 12 月 31 日） 

   該当事項はありません。 
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【参考資料】 

 要約四半期連結損益計算書 

 （単位：百万円） 

前第 3四半期連結累計期間 

(自平成19年4月 1日  

至平成19年12月31日) 
区分 

金額 百分比

 %

Ⅰ売上高 ２７,１１９ 100.0

Ⅱ売上原価 １９,８５０ 73.2

売上総利益 ７,２６９ 26.8

Ⅲ販売費及び一般管理費 ４,４１８ 16.3

営業利益 ２,８５０ 10.5

Ⅳ営業外収益 １２０ 0.5

Ⅴ営業外費用 ２３１ 0.9

経常利益 ２,７３９ 10.1

Ⅵ特別利益 ２８ 0.1

Ⅶ特別損失 ４９ 0.2

税金等調整前四半期純利益 ２,７１８ 10.0

法人税等 １,０５８ 3.9

少数株主利益 １ 0.0

四半期純利益 １,６５８ 6.1
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